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「市民協働・ボランティア支援係」を設置しました 「市民協働・ボランティア支援係」を設置しました 

平
成
22
年
度
採
用 

　「市民協働・ボランティア支援係」では、市民の皆さんと行政との
協働により活力あるまちづくりが行えるよう、皆さんのボランティア
活動やNPO活動などを広く支援します。 
　また、市内の各分野におけるボランティア活動の現状
を把握し、活動を促進するための方策を検討します。 
　市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。 
　ご意見をお待ちしています。 

市民協働のまちづくりを目指して！ 
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募集人数　2 人以内（応募者多数の場合は、抽選により決定します。）
応募資格　市内に 1 年以上お住まいの選挙権を有する方で、過去に砺波市
　行政改革市民会議委員の経験のない方
応募方法　はがきに住所、氏名、電話番号、応募の動機をご記入のうえ、
　総務課まで送付してください。ＦＡＸや E メールでも受け付けます。
応募期限　6 月 19 日（金）　※当日消印有効
申込み・問合せ　〒９３９‐１３９８　砺波市栄町７番３号
　　　　　　　　砺波市役所総務課　☎ 33-1111（内線 211、213）
　　　　　　　　ＦＡＸ33-5325　Eメール：somu@city.tonami.lg.jp

　「市長への手紙」は、市民の皆さんの声を広く市政に反映
するため実施しているもので、すべての手紙を市長が読み、
匿名のもの、連絡先の記載がないものなど以外については、
返事をお送りしています。
　平成 20 年度中には 104 件のご意見が届けられ、大きく
分類すると次のような内容でした。
○市の政策に関する提言など　　20 件
○事務事業に関するもの　　　　42 件
○施設や施設運営に関するもの　27 件
○交流事業などソフト面に関するもの　9 件
○その他　6 件

　「市長への手紙」は、郵便はがきや手紙、
E メールなど、どのような方法でお届けい
ただいても結構です。なお、主な市の施設
などには専用のはがきをご用意しています。
また、市のホームページからも意見を送信
いただけます。
　「市長への手紙」はこちらまで
　〒９３９‐１３９８　砺波市栄町７番３号
　砺波市役所「市長への手紙」あて
　ＦＡＸ：３３‐５３２５　
　Ｅメール：shichou@city.tonami.lg.jp

砺波市行政改革委員会について
設置の目的

　市の行政運営全般について行政改革

推進の観点からご意見やご提案をいた

だき、行政運営に生かすことです。

構成

　各界各層の有識者と公募の委員を合

わせ１４人以内で構成します。

活動内容

　施設見学を含め年間２～３回会議を

開催し、市の行政改革や事務改善につ

いてご意見やご提案をいただきます。

　砺波市の行政運営について行政改革の観点からご意見やご提案をお聞
かせください。委員の任期は２年間です。

企画調整課　☎内線２０３　

　平成 21 年第 2 回砺波市議会臨時会が 5 月 12 日
に開催され、議長に山田幸夫氏が、また副議長に
井上五三男氏が選出されました。

◆議会運営委員会　　　　　◎堀田信一　○江守俊光
　　稲垣　修　　林　忠男　　山森文夫　　池田守正
◆常任委員会
　総務文教常任委員会　　　◎稲垣　修　○池田守正
　　川岸　勇　　大楠匡子　　岡本晃一　　井上五三男
　　堀田信一　　前田喜代志
　民生病院常任委員会　　　◎福島洋一　○飯田修平
　　多田裕計　　川辺一彦　　今藤久之　　嶋村信之
　　山森文夫

　産業建設常任委員会　　　◎村岡修一　○瘧師富士夫
　　山本善郎　　島崎清孝　　山田幸夫　　林　忠男
　　江守俊光
◆特別委員会（委員長、副委員長のみ紹介）
　企業誘致・経済振興対策特別委員会　◎林　忠男　○村岡修一
　環境保全対策特別委員会　◎山森文夫　○今藤久之
　下 水 道 対 策 特 別 委 員 会　◎飯田修平　○岡本晃一
　広 報 編 集 特 別 委 員 会　◎瘧師富士夫○今藤久之
◆監査委員　　 林　忠男
　　　　　　　　　　（◎委員長　○副委員長　　敬称略）

平成 21 年第 2 回臨時会提出案件
【予　算】
　・平成 21 年度砺波市一般会計補正予算（第 2 号）

【その他】
　・砺波市監査委員の選任について

＜以上、全会一致可決＞
【報　告】
○専決処分の承認を求めることについて
　・平成 20 年度砺波市一般会計補正予算（第 7 号）
　・平成 20 年度砺波市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 5 号）
　・平成 20 年度砺波市下水道事業特別会計補正予算（第 5 号）
　・平成 21 年度砺波市一般会計補正予算（第 1 号）
　・砺波市税条例等の一部改正について

＜以上、全会一致承認＞
○専決処分の報告について
　・損害賠償請求に係る和解及び損害賠償の額の決定について

議長　山田 幸夫 氏
（庄川町金屋　69 歳）

副議長　井上 五三男 氏
（太田　63 歳）
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「市長への手紙」に　
多数のご意見をお寄せいただきました

皆さんの声をお聞かせください

砺波市行政改革委員会の委員を募集します

議長・副議長が
　　選出されました

《議会役員名簿》
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　4月23日から5月6日までの14日間、2009となみチューリップフェ
アが開催され、県内外から訪れた大勢の観光客で賑わいました。 
　今年のテーマは「チューリップの万華鏡」。大花壇には多種多様
なチューリップが華やかに咲き誇り、万華鏡のような彩りで来場者
を魅了しました。また、花壇のそばに万華鏡が設置され、本物のチ
ューリップが織りなすモザイク模様が来場者の目を楽しませていま
した。 
　東海北陸自動車道が昨年7月に全線開通してからはじめての開催
となった今回、ＥＴＣの割引制度により高速道路の利用が促進され
たこともあり、期間中の入場者数は、昨年を大きく上回る31万5千
人となりました。 

花の祭典に31万5千人 
～2009となみチューリップフェア～ 

●代表者  柏樹 直樹さん　●会員数  25名　●設立年月  昭和58年5月　●主な活動場所  旧中嶋家（チューリップ公園内） 
●活動内容 
　砺波地方の昔から伝わる郷土料理や昔の暮らしなどについての案内、わら工芸品の制作、旧中嶋家の清掃、いろり焚き 
●柏樹さんのお話 
　えんなか会の魅力は、高齢会員の前向きな参加です。自ら楽しみを求め、作り、進んで仲間に入り、喜びを分かち
合う姿勢があります。「腰は曲がり、やっと歩いているが、どうしても旧中嶋家へ行ってみたくなります。例会が近
づくと元気になるから」と話す会員の橋本信子さん（88歳）の笑顔は、みんなを励まします。高齢社会を元気にする
パイオニアを自負する会です。 

砺波市のイベントなどを支えるボランティアグループをご紹介します。関心のある分野に参加して、活動の輪を広げてみませんか？ 

えんなか会 えんなか会 

（団体についてのお問合せ　砺波市社会福祉協議会     32-0294） 

チューリップフェアでもボランティアが活躍 
旧中嶋家で来場者を温かくもてなしていただきました。 
チューリップフェアでもボランティアが活躍 
旧中嶋家で来場者を温かくもてなしていただきました。 
市民と行政が協働するまちづくりを目指して！ 旧中嶋家の障子張り 
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　5月10日、栴檀山地区の東別所地内において、別所の郷山菜ま
つりが開催されました。このまつりは、中山間地域の活性化を
図るため、東別所と塩浅の住民の皆さんが協力して毎年開催し
ているもので、今年で15回目となります。 
　ヨシナ、フキ、ウド、ワラビ、タケノコなど、地元で採取さ
れた旬の山菜がずらりと取りそろえられ、新鮮な山の幸を買い
求めようと訪れた大勢の人々で賑わいました。 
　また、地元婦人会などの協力により、山菜の天ぷら、山菜う
どん、山菜弁当、たけのこ飯など、山菜を使ったメニューが多
数用意され、家族連れなどが旬の味わいを楽しんでいました。 

豆役者 大見得をきる！ 
～出町子供歌舞伎曳山車～ 

天然素材の魅力を味わう 
～庄川木工まつり～ 

清流の風受け、さわやかな汗  ～となみ庄川清流マラソン～ 

旬の山菜がどっさり！ ～別所の郷　山菜まつり～ 

　4月29日、30日の両日、出町市街地において、
220年の伝統を誇る出町子供歌舞伎曳山車が披露
されました。従来は、毎年4月中旬に行われてい
ましたが、運営の円滑化と集客数の増加を図るた
め、今年から大型連休に合わせて行われることと
なりました。今年の当番町は東で、演目は「絵本
太功記十段目　尼ヶ崎之段」。演じたのは、出町
小学校6年生の河合紘奈さん、河本明日香さん、
同5年生の河森千穂さん、熊野一実さん、同4年生
の安地志帆さん、高畠万智さんの6名です。 
　華やかな衣装をまとった豆役者が難しい口上を

発しながら大見得をきるたびに、観客席から「いよっ！」、「うまい」などといった威勢のいい掛け声がとんでいました。 

　5月3日から5日まで、庄川水記念公園において、庄川木工まつりが
開催されました。 
　伝統工芸品「庄川挽物木地」の展示即売や、多種多様な木材を集め
た「木材おもしろ市」が行われ、訪れた人々が、じっくり品定めしな
がら天然素材の魅力や手作りの良さを味わいました。 
　また、トチやケヤキを使った積木の無料配布、木工ミニろくろ体験、

木工品絵描きなど、木のぬくもりに触れることのできる多彩な催しがあり、家族連れなどが一緒に楽しんでいました。 

　4月29日、庄川河川敷の庄川水辺ふれあいロードにおいて、
第5回となみ庄川清流マラソン大会が開催されました。小学
生から一般まで過去最多となる1,130名あまりのランナーが
県内外から参加し、さわやかな川風を体に受けながら2ｋｍ、
3ｋｍ、5ｋｍまたは10ｋｍのコースを快走しました。 
　健脚を競い合う激しいレースが繰りひろげられる一方で、
楽しみながらマイペースで走る人や、仲良く一緒に走る親子
の姿が見られるなど、参加者は思い思いのスタイルで休日の
スポーツイベントを楽しんでいました。 


